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第
二
章
原
価
概
念
の
規
定
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
わ
れ
わ
れ
は
、
前
章
に
お
い
て
、
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
の
理
論
的
基
底
が
、
彼
の
経
営
経
済
概
念
と
経
営
経
済
価
格
論
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
°
即
ち
、
「
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
」
が
原
価
発
生
の
基
盤
で
あ
り
、
主
観
的
な
「
経
営
経
済
価
格
」
の
導
入
が
原
価
認
識
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
、
レ
ー
マ
ン
の
所
説
に
即
し
て
あ
と
づ
け
た
（
本
誌
四
巻
五
号
）
。
そ
れ
で
は
、
個
別
経
営
活
動
の
実
践
に
お
い
て
如
何
な
る
原
価
が
認
識
・
分
類
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
捕
捉
さ
れ
る
か
。
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
ー
ー
。
原
価
概
念
の
規
定
と
原
価
の
分
類
原
価
概
念
の
規
定
に
あ
た
っ
て
、
レ
ー
マ
ン
は
上
位
概
念
で
あ
る
費
用
お
よ
び
給
付
概
念
か
ら
出
発
し
て
、
費
用
は
経
営
経
済
上
経
済
過
程
の
実
行
に
必
要
で
あ
る
凡
ゆ
る
種
類
の
犠
牲
（
価
値
の
費
消
）
で
あ
り
、
給
付
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
は
経
済
的
に
到
着
し
た
も
の
す
な
わ
ち
価
値
の
発
生
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
で
は
こ
の
費
用
概
念
か
ら
原
価
概
念
は
ど
の
よ
う
に
し
て
導
き
出
さ
れ
る
か
。
先
ず
「
原
価
計
算
論
一
版
」
の
規
定
を
み
て
み
よ
う
。
「
原
価
計
算
に
関
す
る
概
念
は
原
価
計
算
が
か
か
わ
り
を
も
つ
諸
問
題
か
ら
生
じ
て
く
る
と
こ
ろ
の
目
的
概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
な
か
ん
ず
2
 
く
原
価
概
念
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
」
そ
し
て
原
価
は
「
諸
M
の
財
や
諸
M
に
つ
い
て
の
山
上
一
考
察
口
達
六
四
人
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レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
の
価
値
の
調
達
に
よ
っ
て
生
ず
る
貨
幣
あ
る
い
は
貨
幣
価
値
の
支
出
で
は
な
く
：
・
…
む
し
ろ
経
済
活
動
に
よ
っ
て
惹
起
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
諸
財
や
筍
諸
価
値
の
消
耗
あ
る
い
は
消
費
」
で
あ
る
。
そ
し
て
次
に
原
価
計
算
に
お
け
る
原
価
概
念
と
簿
記
に
お
け
る
費
用
概
念
を
区
別
し
て
、
最
後
に
「
原
価
を
定
義
し
て
一
定
の
経
営
給
付
を
仕
上
げ
る
に
必
要
な
諸
財
あ
る
り、
い
は
諸
価
値
の
消
耗
な
り
」
と
い
う
。
費
用
と
原
価
の
区
分
は
、
周
知
の
よ
う
に
次
の
如
く
区
別
さ
れ
る
(
-
―
表
）
。
す
な
わ
価
ち
原
価
は
基
本
原
価
(11
目
的
費
用
…
経
営
の
経
済
原
¥
/
／
的
目
的
活
動
に
よ
り
生
ず
る
と
こ
ろ
の
費
用
に
照
応
す
る
原
価
構
成
分
）
と
付
加
原
価
（
そ
れ
に
照
応
す
価
価
原
原
才
別
る
費
用
構
成
分
を
も
た
な
い
と
こ
ろ
の
原
価
構
成
基
付
―
―
分
）
か
ら
な
る
。
さ
て
以
上
の
費
用
と
原
価
と
は
そ
表
の
概
念
上
の
区
別
で
あ
っ
た
が
、
レ
ー
マ
ソ
は
更
に
ー
用
用
ー
費
費
性
的
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
こ
の
両
概
念
の
間
に
は
更
に
中
目
／
＼
薄
記
お
よ
び
原
価
計
算
に
お
い
て
相
異
な
る
評
価
原
則
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
も
う
―
つ
の
区
別
が
指
用費
摘
さ
れ
る
」
。
す
な
わ
ち
「
簿
記
は
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
既
往
計
算
の
性
質
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
に
反
し
、
原
価
計
算
は
実
際
上
は
―
つ
の
現
在
計
算
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
簿
記
が
目
的
費
用
と
し
て
記
帳
し
、
原
価
計
算
が
基
本
原
価
と
し
て
記
帳
す
る
と
こ
ろ
の
同
一
財
の
消
耗
額
が
相
異
な
る
価
格
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
Gl 
る
と
い
う
可
能
性
を
生
ず
る
」
と
述
べ
、
同
一
財
の
消
耗
は
消
耗
分
羅
か
ら
み
れ
ば
同
じ
で
あ
る
が
目
的
費
用
お
よ
び
基
本
原
価
算
出
の
甚
礎
と
な
レ
ー
マ
ン
は
、
第
四
版
に
お
い
て
「
…
原
価
財
費
用
に
主
観
的
に
種
々
の
地
位
を
与
え
得
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
…
特
に
こ
の
関
係
に
お
い
て
以
下
の
費
用
お
よ
び
成
果
の
大
き
さ
の
ク
イ
プ
が
区
別
さ
れ
8
 
る
」
と
い
っ
て
―
―
―
表
を
示
し
て
い
る
。
日
原
価
計
算
的
原
価
お
よ
び
原
価
計
算
的
成
果
、
口
経
営
収
益
性
計
算
の
た
め
の
費
用
お
よ
び
成
果
、
曰
簿
記
決
算
技
術
の
意
味
の
費
用
お
よ
び
成
果
、
四
自
己
資
本
12 表 成 果 計
1借方
a) 売上収益
b)凡ゆる種類の材料費
C) 外部用役費
d) 減価償却費
e) 特別危険費（例：信用販売の）
f) 共同社会牲（税及びその他公課）
労務費
g)賃金及び給料
h) 営業者の計穿給料
利子費
j)他人資本の利子 4.6彩
k)他人資本の利子 1.4彩
l) 自己資本の利子 4.6彩
一般危険費
m)総資本の利子 1.6彩
n)残高
ハ五
0
 
方
3
心
貸
1
8
1
8
1
 
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
5
0
 
0
0
0
0
2
0
0
2
8
4
6
7
0
 
6
1
3
0
7
6
0
9
2
8
9
6
0
 
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 
1
8
 
ーー
算
一
2
5
1
6
6
2
9
4
7
6
る
価
格
か
ら
み
れ
ば
必
ず
し
も
等
し
く
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
簿
記
と
原
価
計
算
に
お
い
て
は
評
価
原
則
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
経
営
経
済
価
格
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
経
営
計
算
の
た
め
に
は
原
価
比
較
の
基
礎
か
ら
も
、
費
用
補
償
の
立
場
か
ら
も
そ
れ
に
適
当
な
価
格
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
何
に
経
営
取
引
活
動
の
経
済
性
の
測
定
と
管
理
を
合
理
的
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
立
場
か
ら
、
色
々
の
原
価
財
に
つ
い
て
種
々
の
主
観
的
価
格
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る。
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13 表
1を用
帰屈項目：
1． 特別経営費用 『l)特別減価償却
2. 財務費用，特別1入資本利子
付加項目：
1. 特別経営費用
a)原価財の評価変更
原価計募価値＜簿記価値
b)収益財の評価変更
原価計算価値＞簿記価値
2. 財務費用
投資収益の借記
勘定クラス 2
その他の費用及び収益
帰属項目：
1. 特別経営収益 （例）発明品の売上
2. 財務収益，投資からの特別収益
付加項目：
1. 特別経営収益
a)原価財の評価変更
原価計算価値＞簿記価値
b)収益財の評価変更
原価計算価値＜簿記価値
2. 財務収益
計算利子の特別貸記
収益
原価（＋）
帰属項目：
凡ゆる種類の直接に簿記で把握された
原価
付加項目：
1. 原価にして同時に財務収益
（例） 計築利子
2. 原価にして同時に自己経営収益
（例） キリハの石炭消費: 
3. 原価にして同時に外部桑営収益
（例） 外部修繕給付の請求権受入
4. 評価の変更にして同時に特別の経
営収益
原価計算価値＞簿記価値
勘定クラス 4
正規の経営費用 原価(-)
党上(-) 売上（＋）
勘定クラス 8
正規の経営収益
帰属項目：
凡ゆる種類の直接に簿記で把握された
売上
付加項目：
1. 売上にして同時に財務費用
（例） 投資収益の貸記
2. 売上にして同時に自己経営原価
（例） 自己消費に対する石炭要求
3. 売上にして同時に外部経営原価
（例） 他部門に対する修繕給付
4. 評価変更にして同時に特別経営費
用
原価計算価値＞簿記価値
（注）
4. 評価の変更にして同時に特別経営
費用
原価計算価値＜簿記価値
クラス 2•••財務成果勘定
クラス 4•••原価種類勘定
クラス 8•••原価負担者に関する成果計窮勘定
収
益
性
計
算
の
た
め
の
費
用
お
よ
び
成
果
、
国
価
値
創
造
計
算
の
た
め
の
前
給
付
原
価
お
よ
び
価
値
創
造
。
今
、
こ
の
表
を
参
照
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
み
る
と
簿
記
費
用
は
、
⑮
材
料
費
＠
外
部
用
役
費
⑭
減
価
償
却
費
⑨
特
別
危
険
費
①
共
同
体
費
⑤
賃
金
給
料
お
よ
び
他
人
資
本
利
子
(
.
J
•
K
)の
合
計
、
す
な
わ
ち
一
〇
八
、
五
二
五
マ
ル
ク
、
＞
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
し
た
が
っ
て
簿
記
上
の
成
果
は
九
、
四
七
五
マ
ル
ク
で
あ
る
。
自
己
資
本
収
益
性
計
算
の
場
合
に
は
、
営
業
者
の
計
算
給
料
⑯
が
上
記
の
簿
記
費
用
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
費
用
は
一
―
四
、
五
二
五
マ
ル
ク
、
成
果
は
一
―
-
、
四
七
五
マ
ル
ク
。
そ
こ
で
原
価
計
算
的
費
用
は
、
⑮
ー
⑤
項
目
お
よ
び
伽
の
計
算
給
料
に
、
三
、
七
―
-
0
マ
ル
ク
す
な
わ
ち
①
・
①
・
⑩
項
目
（
①
は
自
己
資
本
利
子
、
皿
は
一
般
危
険
費
た
る
総
資
本
利
子
）
を
加
算
し
た
も
の
で
、
一
―
七、
0
四
五
マ
ル
ク
、
し
た
が
っ
て
成
果
は
九
五
五
マ
ル
ク
と
な
る
。
次
に
経
営
収
益
性
計
算
の
場
合
は
、
⑮
ー
⑮
項
目
す
な
わ
ち
―
―
111
、
三
二
五
マ
ル
ク
が
費
用
で
あ
り
、
成
果
は
四
、
六
七
五
マ
ル
ク
。
最
後
に
価
値
創
造
計
算
に
お
い
て
は
、
前
給
付
原
価
は
五
〇
ヽ
0
0
0
マ
ル
ク
（
⑮
ー
個
項
目
）
、
成
果
す
な
わ
ち
価
値
創
造
は
六
八、
0
0
0
マ
ル
ク
と
な
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
主
観
的
価
格
と
し
て
の
特
徴
を
も
つ
原
価
の
概
念
規
定
を
レ
ー
マ
ソ
に
則
し
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
4. 評価変更にして同時に特別経営収
益
原価計算価値＜簿記価値
六
六
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14 表 原価計算的費用及び原価計算的収益の区分
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
売 上計算
経営、"A.. I 借方 I 
売上：計算額 1,460,000 
原価計算的割引 36,000 
経営 "B,．のための修繕から
の収益
売上 1,449,000 
1,485,0001 1,485,000 
経営 ‘B. I 借方 1 貸方
売上：計算額 750,000 
原価計算的割引 18,000 
自己消費のための製造からの
収益 40,000 
売上 772,000 
790,0001 790,000 
貸方
25,000 
（
山
上
）
総成果計算
1 借方 ！ 貸方
経営 "A,．の売上 1,449,000 
経営 “B,．の売上 772,000 
信喜：合：ぢ誓g l,；ti:g!8 
その他の費用及び収益の残高 107,860 
総利益 130,550 
2,328,860| 2,328,860 
経 営 経 済
その他の費用及び収益計算
1 借方 1 貸方企 業
売上の原価計算的割引
経営‘A.
経営“B..
仕入の原価計算外割引
経営“A,．
経営"B..
評価変更 2
経営"A..
経営“B..
計算利子
経営“A..
経営"B..
経営設備の特別減価償却
発明品の特別売上
顕客の割
供給者の
有価証券及
惜入利子
収益残高
経営 “A.,
36,000 
18,000, 
10,000 
5,000 
20,000 
23,000 
| 
11,250: 
50,000 
38,000 
20,860 
5,000 
7,500 
19,750 
18,000 
107,860 
195,1101盃
原 価 計 算
1 借方
外部材料購入
原価計筑外割引
評価変更：
原価計罫価値＜簿記価値
i 
！ 
470,000 
貸方
10,000 
20,000 
一
、
「
原
価
計
算
の
原
価
は
、
製
造
単
位
と
し
て
の
産
業
経
り
営
の
領
域
に
関
す
る
経
営
費
用
で
あ
る
。
． 
し
た
が
っ
て
経
営
外
的
費
用
あ
る
い
は
財
務
費
用
は
分
離
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
ぃ。」
）
 。
ー
二
、
「
…
原
価
は
正
規
の
経
営
費
用
と
し
て
把
握
さ
れ
る
」
。
…
す
な
わ
ち
経
営
事
象
の
正
常
性
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
特
別
費
用
は
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
、
「
原
価
の
下
で
は
完
全
な
組
織
的
経
営
費
用
を
考
え
）
 
ー
る
べ
き
で
あ
る
」
。
…
す
な
わ
ち
計
算
給
料
・
自
己
資
本
利
子
・
一
般
危
険
費
・
自
己
製
品
の
自
家
消
費
を
含
む
。
四
、
「
原
価
計
算
に
お
い
て
は
簿
記
と
異
っ
た
評
価
が
行
わ
六
七
経営 “B,.
外部材料購入
原価計算外割引
評価変更：
原価計算価値＞簿記価値
自己材料消費
外部用役費
経営“A,，による修繕費
減価伯却費
危険費
拿費
総原価
67,000 
45,000 
15,000 
665,000 
115,000 
38,000 
1,425;000 
1,455,0001 1,455,000 
1借方 i 貸方
l 
205,000 
5,000 
50,000 
40,000 
26,250 
25,000 
26,500 
10,000 
305,000 
69,700 
20,860 
773,310 
778,3101 778,310 
604 
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
原
価
計
算
的
価
値
は
簿
記
上
の
価
値
の
上
下
に
離
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
れ
得
る
。
…
す
な
わ
ち
原
価
計
算
の
原
価
は
、
原
価
計
算
の
た
め
に
標
準
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
1
な
る
評
価
基
準
の
下
で
計
算
さ
れ
た
完
全
な
正
規
の
経
営
費
用
で
あ
る
」
。
（
傍
点
筆
者
）
レ
ー
マ
ソ
は
、
以
上
の
よ
う
な
原
価
を
包
括
的
具
体
的
に
示
す
た
め
に
―
―
―
-
•
一
四
表
を
示
し
て
、
特
に
「
財
務
計
算
（
広
義
）
と
経
営
計
算
（
狭
義
）
の
分
離
に
必
要
な
項
目
で
あ
る
仕
入
の
計
算
外
割
引
項
目
と
売
上
の
計
算
割
引
項
目
」
の
取
扱
い
に
注
意
し
て
い
る
（
一
四
表
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
経
営
計
算
の
場
合
に
は
経
営
外
的
計
算
額
と
し
て
の
割
引
控
除
の
み
な
ら
ず
、
既
に
仕
入
・
売
上
価
格
に
含
ま
れ
て
い
る
割
引
の
除
去
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
表
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
価
計
算
た
る
経
営
計
算
に
お
い
て
は
仕
入
価
格
に
含
ま
れ
て
い
る
計
算
割
引
額
は
こ
れ
を
除
去
し
、
ま
た
売
上
計
算
に
お
い
て
売
上
価
格
に
含
ま
れ
て
い
る
計
算
割
引
額
は
こ
れ
を
売
上
計
算
か
ら
控
除
し
、
こ
の
両
者
を
そ
の
他
の
損
益
計
算
た
る
企
業
計
算
に
お
い
て
逆
に
貸
借
記
入
を
行
っ
て
、
経
営
計
算
に
お
い
て
は
純
粋
の
製
造
単
位
た
る
経
営
に
お
い
て
発
生
し
た
経
営
費
用
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
計
算
は
レ
ー
マ
ン
が
経
営
経
済
を
生
産
領
域
と
財
務
領
域
の
統
一
体
で
あ
る
と
み
る
思
考
か
ら
、
こ
の
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
に
発
生
し
た
価
値
の
費
消
の
み
を
原
価
と
し
て
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仕
入
の
計
算
外
割
引
と
売
上
の
計
算
割
引
項
目
を
、
経
営
(11
製
造
）
計
算
（
狭
義
）
と
企
業
(11
財
務
）
計
算
（
広
義
）
の
分
離
の
観
点
か
ら
経
営
計
算
よ
り
排
除
し
て
企
業
計
算
で
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
に
発
生
し
た
も
の
を
原
価
と
し
て
認
識
し
、
財
務
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
12 1 10 9 
単
位
と
し
て
の
企
業
に
発
生
し
た
費
用
（
財
務
費
用
）
を
除
去
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
注
1
』
K̂alkulation.
｀'S.
3
5
.
こ
の
場
合
レ
ー
マ
ン
は
数
撒
的
費
用
概
念
と
価
値
的
毀
用
概
念
お
よ
ぴ
数
量
的
給
付
概
念
と
価
値
的
給
付
概
念
の
区
分
に
立
っ
て
製
造
原
価
計
算
と
使
用
収
益
計
算
に
次
の
等
式
を
与
え
て
い
る。
活
要
昌
浬
踪
塁
喜
翌
・
11
塁
芸
喜
ミ
言
届
。
墜
1
，蕊
秀
H
言
繭
f
き
Hi
走
群
H'
謎
：
・
ー
!
|途
m醇
即
ち
、
こ
れ
ら
の
原
価
計
算
の
結
果
は
、
給
付
羅
の
原
価
価
格
な
い
し
費
用
景
の
収
益
価
格
と
、
収
益
財
製
造
の
経
済
性
な
い
し
原
価
財
消
費
（
使
用
）
の
経
済
性
と
い
う
価
格
（
単
な
る
）
お
よ
び
経
済
性
の
大
き
さ
を
も
っ
も
の
で
あ
る
。
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レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
〔二〕
原
価
の
分
類
と
捕
捉
（
山
上
）
原
価
は
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
捕
捉
さ
れ
る
か
。
原
価
は
、
原
価
種
類
・
原
価
場
所
・
原
価
負
担
者
に
分
類
捕
捉
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
原
価
種
類
か
ら
、
原
価
が
ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
と
し
て
考
察
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
原
価
の
第
一
次
的
分
類
で
あ
る
原
価
種
類
へ
の
区
分
が
、
原
価
性
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
レ
ー
マ
ン
の
価
値
概
念
ー
物
財
の
利
用
の
相
対
的
な
評
価
に
よ
る
価
値
の
認
識
ー
が
原
価
性
問
題
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
価
の
区
分
観
点
は
種
々
で
あ
る
が
、
原
価
種
類
に
よ
る
原
価
の
区
分
の
第
一
と
し
て
レ
ー
マ
ン
は
、
原
価
財
費
用
の
特
性
か
ら
原
価
を
次
の
七
つ
の
種
類
に
区
分
す
る
。
す
な
わ
ち
材
料
費
、
労
務
費
、
減
価
償
却
費
、
利
子
費
、
外
部
用
役
費
、
共
同
体
費
、
危
険
費
゜
「
材
料
費
は
材
料
（
原
料
・
補
助
材
料
・
経
営
材
料
）
の
消
費
よ
り
生
が、
ず
る
凡
ゆ
る
原
価
の
全
体
で
あ
り
」
、
外
部
支
払
材
料
費
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
内
製
造
材
料
も
含
み
、
固
体
・
流
動
・
ガ
ス
状
の
如
何
を
問
わ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
費
消
（
動
カ
・
熱
等
）
も
材
料
費
と
さ
れ
る
。
「
労
務
費
が
第
二
に
あ
げ
ら
れ
、
労
働
給
付
に
対
し
て
従
業
員
に
与
え
ら
れ
た
補
償
の
全
体
が
原
価
種
類
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
」
労
務
費
に
は
、
時
間
補
償
（
時
間
賃
金
・
、
給
料
）
、
給
付
補
償
（
出
来
高
賃
金
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
従
業
員
手
数
料
•
利
益
配
当
・
賞
与
等
）
が
含
ま
れ
、
特
に
計
算
的
給
料
（
独
立
企
業
者
給
付
に
対
す
る
原
価
計
算
的
補
償
）
、
有
給
休
暇
に
対
す
る
費
用
、
社
会
的
費
用
も
属
す
る
。
ハ
九
「
減
価
償
却
費
は
種
々
な
る
使
用
財
・
設
備
の
利
用
な
い
し
価
値
減
少
心、
に
よ
り
生
ず
る
原
価
の
全
体
で
あ
る
。
」
物
的
設
備
価
値
お
よ
び
無
形
資
産
価
値
の
減
価
償
却
が
含
ま
れ
、
ま
た
経
営
目
的
の
た
め
の
設
備
資
産
の
み
が
対
象
と
な
る
。
技
術
的
発
展
と
売
上
市
場
の
需
要
の
変
更
予
見
か
ら
生
ず
る
も
の
も
顧
慮
さ
れ
る
(
L
S
0
)
。
「
利
子
費
は
製
造
過
程
に
入
っ
て
来
た
資
本
に
対
す
る
補
償
で
あ
り
、
借
入
資
本
に
対
す
る
財
務
利
子
で
は
な
く
(
1
2
.
1
3
.
1
4
表
参
照
）
、
…
故
に
利
子
費
と
し
て
は
只
、
原
価
計
算
的
に
経
営
に
必
要
な
資
本
の
計
算
利
子
が
考
察
さ
れ
る
…
」
。
以
上
の
原
価
種
類
は
、
経
営
が
四
種
の
要
素
原
価
財
ー
材
料
・
労
働
・
具
体
的
使
用
財
・
資
本
利
用
ー
を
も
っ
て
稼
動
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
経
営
は
外
部
か
ら
複
合
性
格
を
も
つ
原
価
財
を
入
手
す
る
。
し
た
が
っ
て
次
の
二
つ
の
原
価
種
類
が
生
ず
る
。
6
 
「
外
部
用
役
費
は
外
部
経
営
用
役
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
生
じ
」
ま
た
、
「
各
々
の
経
営
は
常
に
意
識
的
で
は
な
く
と
も
、
全
体
（
国
家
的
保
護
・
法
的
安
全
・
経
営
者
の
予
備
教
育
）
の
代
理
者
と
し
て
の
国
家
の
一
般
的
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
受
入
れ
…
…
こ
こ
で
経
営
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
共
同
社
”
 
会
費
あ
る
い
は
外
部
負
担
費
が
生
ず
る
」
。
こ
れ
に
は
全
体
が
凡
ゆ
る
経
営
に
課
し
た
取
引
税
・
営
業
税
・
地
税
が
属
し
、
ま
た
雇
主
負
担
の
社
会
保
障
額
も
含
ま
れ
る
。
最
後
に
「
危
険
費
は
危
険
の
引
受
に
存
在
す
る
経
営
の
特
別
給
付
の
補
8
 
償
と
し
て
把
握
さ
れ
る
」
。
危
険
費
は
経
営
に
お
い
て
一
種
の
自
己
保
険
を
か
け
、
照
応
す
る
引
当
を
な
す
よ
う
な
危
険
の
引
受
か
ら
の
原
価
の
み
606 
を
包
含
す
る
（
貸
倒
引
当
金
・
保
証
給
付
引
当
金
等
）
。
原
価
種
類
へ
の
原
価
の
第
二
の
区
分
は
、
責
任
帰
属
へ
の
原
価
の
区
分
で
あ
り
か
か
る
区
分
観
点
か
ら
、
山
負
担
者
別
個
別
費
②
場
所
別
個
別
費
③
場
所
間
接
費
が
区
分
さ
れ
、
最
後
に
第
一
1
一
の
区
分
と
し
て
、
計
算
範
囲
（
製
造
お
よ
び
販
売
）
へ
の
所
属
性
か
ら
の
区
分
す
な
わ
ち
製
造
原
価
と
そ
れ
に
照
応
す
る
販
売
費
の
区
分
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
原
価
種
，
 
類
は
、
次
い
で
原
価
場
所
へ
区
分
さ
れ
、
最
後
に
原
価
負
担
者
（
最
終
給
15 a-c表
a)原価種類による成果計算
原価
材料の提供 26,000 
一手持品増加 400 
材料費 25,600 
計算給料を含む労務費
減価償却費
利子挫（計舞利子）
外部用役挫
共同体牧
危険摯
残両
25,600 
53,600 
6,300 
3,600 
16,100 
9,725 
2,000 
575 
117,500 
売上
製品の提供 108,500 
ー中間製品在裔の減少 1,000
十 II II の増加10,000
売上 117,5001117,500 
117,500 
b)原価場所による成果計算
原価
帰屈製造原価 72,000 
＋中間製品在高の減少 1,000 
- II II 増加 10,000 
製造原価 63,000 
販売費
管理費
残高
売上
製品の提供
63,ooo: 
l 
37,325 
1:600! 
575 
108,500 
108,500 
108,500 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
C)原価負担者になる成果計算
、̀‘
゜
I
 
付
1
1
製
品
）
へ
区
分
さ
れ
る
。
（
以
上
の
一
二
つ
の
原
価
区
分
の
原
理
は
一
―
―
種
の
経
営
成
果
計
算
に
照
応
す
る
ー
一
五
表
a
I
C
参
照
）
。
さ
て
以
上
述
べ
た
原
価
の
区
分
を
、
個
別
生
産
の
原
価
計
算
の
技
術
的
遂
行
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
の
一
―
―
つ
の
計
算
技
術
的
部
分
領
域
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
マ
ソ
は
前
述
の
原
価
の
捕
捉
・
計
算
の
実
際
的
適
用
と
し
て
の
、
原
価
計
算
の
技
術
的
遂
行
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
⑱
負
担
者
個
別
費
の
分
離
と
捕
捉
I
調
達
領
域
の
負
担
者
個
別
費
…
山
材
料
費
：
・
（
例
）
仕
入
先
で
計
算
し
て
来
た
包
装
費
、
②
労
務
費
・
・
・
特
に
貨
車
・
船
荷
仕
入
の
場
合
の
荷
下
し
賃
金
、
③
減
価
償
却
費
…
直
接
に
把
握
さ
れ
た
減
少
量
、
④
利
子
費
：
．
仕
入
先
へ
の
前
払
の
際
の
利
子
な
い
し
原
価
計
算
的
割
引
、
⑤
外
部
用
役
費
…
仕
入
運
賃
・
仕
入
手
数
料
・
分
析
費
・
運
送
保
険
、
⑥
共
同
体
費
：
・
注
文
者
か
ら
支
払
者
へ
の
税
、
⑦
危
険
費
：
運
送
自
家
保
険
。
TI
製
造
領
域
の
負
担
者
個
別
費
：
・
山
・
・
・
製
造
材
料
・
鋳
型
•
特
別
工
具
の
支
払
分
、
②
…
製
造
賃
金
·
危
険
原価
製品グループA
製造原価 3, 7151 
販売費 2,275 
製品グループB
製造原価 40,700 
販売費 28, 2801 68, 980 
製品グループC
製造原価 21,585 
販売費 11,370 
残高
5,990 
売上
製品グループA
II II B 
II II C 
0
0
0
 
0
5
5
 
0
2
2
 
9
.
 
6
0
2
 
7
3
 
32,955 
575 
108,500 108,500 
七
〇
607 
16 表
注文 No.38の事前原価計算： RM  
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
製造材料費
材料X 5, 775kg, 100kg当り 40RM 
材料Y 550kg, 100kg当り 120RM
材料間接費
製造材料＝2,970RMの 4.5彩
手
当
、
③
：
特
に
例
え
ば
鉱
山
業
の
埋
蔵
量
減
耗
費
、
山
…
な
し
、
⑤
：
・
例
え
ば
労
働
者
周
旋
人
の
謝
礼
・
製
造
量
の
部
分
特
許
、
⑥
：
・
例
え
ば
醸
造
業
の
酒
精
専
売
税
、
⑦
：
・
製
品
保
証
給
付
に
よ
る
特
別
費
゜
皿
販
売
領
域
の
負
担
者
個
別
費
・
・
・
田
…
包
装
材
料
、
②
…
包
装
賃
金
・
顧
客
の
場
所
へ
据
つ
け
る
た
め
の
賃
金
、
③
・
・
な
し
、
④
…
原
価
計
算
割
引
、
固
・
：
特
に
売
上
運
賃
・
阪
売
手
352590~50 
8
3
A
6
 
292921~80 
7
1
る
8
6
0
2
5
9
0
 
1
3
4
 
8
1
2
9
2
1
 
ー
4
0
5
0
9
0
 
5
3
.
6
.
_
2
.
 
゜
7
 
6
4
2
4
1
 
4
 
注文歴： 600個 I RM  I RM  j 
2,310 
660 
133. 65 
3,103.6513, 103. 65 
654 
204. 80 
1,798.50 
272. 40 
2,929. 7012,929. 70 
総材料費
製
製造場所C, 請負
製造場所E, 256時間，時間当り 0.80RM 
製造間接費・
場所Cの賃金＝654RMの275彩
11 E 11 =204. 80RMの133%
工場原価
（
山
上
）
製造原価
管理間接牲
製造原価＝7,298.35RMの 6_6彩
販売間接費
注文に固定的：ー
1 
2 
1 
-＝製造原価 7,298.35RMの 6.4彩
2 
管理販売間接費
特別費II:
包装材料（製造材料と同様に計算）
包装賃金("賃金 ／ ） 
物財保証＝工場原価 2,929.70RMの5飴
“ここまでの，，原価
特別費皿及び利瀾付加額：
販売手数料＝販売価格の 5%
塁引舟ご ： 1．25各
貸倒損失＝ 11 o. 5彩
計＝ 9彩
利潤付加＝販売価格の 4% 
“ここまでの，，原価与8,806.SORMの 14.95彩
に照応
総注文に対する供給価格＝ 1個当り 16.87RM
利潤＝販売価格の 4彩＝製造原価の4.17彩に照
応＝ 1個当り 0.67RM
総原価＝ 1個当り 16.20RM
545 
720 |l,265 
7,298.35 
481. 65 
特別費I:
注文当り固定的：鋳型及び特別工具
600個仕上： 1個当り l.20RM
344. 50 
七
数
料
・
運
送
保
険
・
販
売
量
の
特
許
、
⑥
． 
取
引
（
売
上
）
税
、
切
…
貸
倒
損
失
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
個
別
費
の
種
類
は
、
調
達
・
製
造
（
加
工
）
・
販
売
領
域
へ
の
原
価
負
担
者
個
別
費
の
区
分
と
、
前
述
の
物
財
費
用
に
よ
る
原
価
l
 
ー
区
分
と
を
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
負
担
者
間
接
費
の
捕
捉
と
計
算
的
加
工
：
・
4
0
9
0
9
0
原
価
種
類
別
の
間
接
費
の
捕
捉
と
原
価
点
4
0
m
場
所
へ
の
分
割
と
を
組
合
せ
た
製
造
間
2
 
1
0
9
 
1
 
4
0
1
'
接
費
配
賦
表
に
よ
っ
て
行
う
。
3
1
6
.
c
そ
し
て
最
後
に
、
原
価
負
担
者
＇
（
個
々
の
注
文
）
に
つ
い
て
負
担
者
個
別
ー
費
と
負
担
者
間
接
費
を
計
算
す
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
原
価
負
担
者
へ
の
原
価
計
算
」
と
題
さ
れ
た
原
価
計
算
図
式
ー
一
六
表
が
示
さ
れ
る
）
。
以
上
、
レ
ー
マ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
の
原
価
種
類
・
原
価
場
所
・
原
価
負
担
者
へ
の
原
価
区
分
、
特
に
原
価
種
類
に
よ
る
区
分
（
物
財
費
用
の
特
性
か
ら
の
、
）
を
み
た
。
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
経
営
者
が
物
財
に
対
し
て
、
そ
の
効
用
性
、
稀
少
性
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
か
608 
注
1
国
民
経
済
上
、
財
は
H
物
的
財
山
消
耗
財
②
使
用
財
口
用
役
山
人
的
給
付
図
永
続
財
の
利
用
に
区
分
さ
れ
、
こ
れ
に
照
応
し
て
経
営
経
済
上
か
ら
原
価
は
、
財
の
種
類
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
H
消
耗
財
の
原
価
あ
る
い
は
材
料
費
口
使
用
財
の
価
値
喪
失
に
対
す
る
原
価
あ
る
い
は
減
価
償
却
費
曰
人
的
給
付
に
対
す
る
原
価
あ
る
い
は
労
務
費
四
永
続
財
の
利
用
な
い
し
資
本
の
使
用
に
対
す
る
原
価
あ
る
い
は
利
子
費
固
外
部
用
役
又
は
外
部
的
負
担
に
よ
っ
て
生
ず
る
混
合
原
価
即
ち
外
部
用
役
費
と
税
金
。
(••Kalkulation'̀ 1. 
Aufl. 
S
S
.
6
9
|
7
2
.
「
邦
訳
」
七
0
1七
三
頁
）
2
 
. K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 4. 
Aufl. S.54 
• 
. K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.54. 
••Kalkulation" 
SS.54ー
5
.
••Kalkulation" 
S.55. 
••Kalkulation" 
S.57. 
^•Kalkulation`'S.58. 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
か
る
物
財
が
消
費
さ
れ
る
場
合
す
な
ち
価
値
の
費
消
が
経
営
給
付
産
出
に
結
び
つ
く
時
、
原
価
が
認
識
さ
れ
る
。
物
財
概
念
に
は
物
的
財
の
み
な
ら
ず
人
間
労
働
力
は
も
ち
ろ
ん
、
「
採
掘
権
•
特
許
権
•
投
資
」
等
も
含
む
と
い
う
彼
の
思
考
か
ら
は
当
然
、
国
家
サ
ー
ビ
ス
・
外
部
用
役
・
資
本
利
用
・
危
険
引
受
を
も
凡
て
物
財
と
考
え
し
た
が
っ
て
価
値
を
も
ち
、
そ
の
、
、
、
、
、
、
、
、
費
消
が
原
価
性
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
物
財
費
用
の
特
性
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
る
七
つ
の
原
価
種
類
の
認
識
の
根
拠
は
、
彼
の
価
値
理
論
で
あ
り
経
営
、
、
、
、
、
、
、
、
、
経
済
価
格
概
念
で
あ
る
。
個
別
経
営
的
・
主
観
的
原
価
理
論
—
そ
れ
は
レ
ー
マ
ン
の
み
な
ら
ず
、
現
代
原
価
理
論
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
8
 
. K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.58. 
9
原
価
湯
所
へ
の
原
価
の
区
分
は
、
原
価
計
算
的
給
付
の
種
類
(,.a.a.
O." S
S
.
4
3
—
5
1
.
)
に
照
応
し
て
日
具
体
的
及
び
抽
象
的
原
価
場
所
口
特
別
及
び
一
般
原
価
場
所
国
継
続
的
及
び
期
限
付
原
価
湯
所
四
種
々
な
る
製
造
段
階
の
原
価
場
所
国
主
要
及
び
補
助
原
価
場
所
因
技
術
依
存
的
及
び
経
済
依
存
的
原
価
湯
所
に
区
分
さ
れ
る
。
(
. a.a.O." 
S.62) 
10
以
上
の
原
価
種
類
・
原
価
湯
所
・
原
価
負
担
者
へ
の
原
価
の
区
分
及
び
個
別
費
・
間
接
費
の
区
分
は
外
面
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
原
価
計
算
の
内
容
的
側
面
に
関
係
す
る
区
分
と
し
て
、
準
備
費
・
作
業
費
又
は
固
定
・
変
動
注
文
費
の
区
分
が
あ
る
。
(
. a.a.O." 
SS.70|73.) 
1
負
担
者
個
別
費
の
適
切
な
把
握
に
は
特
別
費
と
売
上
減
少
の
明
確
な
規
定
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
(. a.a.O." 
SS.77|7.9.) 
12
負
担
者
間
接
費
の
把
握
と
計
算
的
加
工
の
た
め
に
は
、
間
接
費
付
加
率
即
ち
配
賦
基
準
単
位
原
価
が
用
い
ら
れ
る
。
蚕
滞
澤
中
H.
翌
舜
栴
憐
呻
H.
閉
舜
桝
善
撃
官
涸
官
（
亘
惹
澤
字
君
拇
）
1
1
(
 
. a.a.O." 
SS.86ー
89)
13
物
財
の
本
質
的
特
徴
は
効
用
性
と
稀
少
性
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
価
値
を
も
つ
。
物
財
の
性
質
は
そ
れ
を
も
っ
て
経
済
す
る
こ
と
に
あ
り
、
故
に
物
財
・
価
値
・
経
済
の
概
念
が
直
接
的
思
考
関
係
に
立
つ
。
(
 
. A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
"
 SS.88-89.) 
〔三〕
操
業
度
・
注
文
と
原
価
分
類
ー
原
価
の
決
定
基
礎
(
E
"
s
t
i
m
m
u
n
g
s
g
r
u
n
d
e
d
e
r
 K
o
s
t
e
n
)
1
 
経
営
計
算
は
経
営
内
部
の
諸
要
因
（
こ
れ
は
究
極
的
に
は
外
部
市
場
経
済
状
態
に
規
制
さ
れ
る
が
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
種
々
の
七
609 
レ
ー
マ
ジ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
原
価
を
認
識
す
る
。
「
原
価
の
高
さ
に
つ
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
種
々
な
る
事
実
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
原
価
形
成
に
つ
い
て
作
用
す
る
影
響
を
原
価
決
定
基
礎
と
い
う
。
」
す
な
わ
ち
、
今
世
紀
に
入
っ
て
特
に
増
大
し
た
固
定
費
と
遊
休
設
備
の
問
題
の
出
現
に
と
も
な
っ
て
、
価
格
政
策
・
経
営
経
済
性
の
測
定
・
経
営
管
理
等
の
諸
要
請
に
よ
り
、
益
々
複
雑
化
し
た
原
価
形
成
が
生
じ
種
々
な
る
原
価
が
認
識
さ
れ
る
。
原
価
決
定
基
礎
と
し
て
の
操
業
お
よ
び
注
文
関
係
か
ら
原
価
は
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
（
す
な
わ
ち
、
レ
ー
マ
ン
の
2
 
い
わ
ゆ
る
費
用
範
疇
論
を
主
と
し
て
取
り
あ
げ
る
）
原
価
の
決
定
基
礎
の
―
つ
で
あ
る
操
業
に
つ
い
て
は
、
操
業
の
高
さ
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
と
操
業
変
動
（
あ
る
い
は
変
更
）
に
対
す
る
原
価
筍
の
依
存
性
の
二
つ
の
問
題
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
操
業
の
高
さ
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
レ
ー
マ
ン
は
「
操
業
は
経
営
あ
る
い
は
経
営
領
域
の
製
造
能
力
の
利
用
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
利
用
さ
れ
た
製
造
能
力
と
自
由
に
処
理
し
得
る
能
力
の
関
係
」
で
あ
り
、
「
操
業
度
は
実
際
操
業
と
基
準
操
業
と
の
関
係
で
あ
る
」
と
規
定
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
三
つ
の
問
題
群
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち、
⑱
一
方
に
お
い
て
数
量
的
原
価
財
費
用
お
よ
び
他
方
に
お
い
て
原
価
財
価
格
の
高
さ
に
つ
い
て
の
、
操
業
影
孵
の
問
題
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
マ
ソ
は
操
業
が
こ
の
両
者
に
つ
い
て
影
響
す
る
故
ー
例
え
ば
超
過
操
業
の
時
、
労
働
給
付
当
り
の
特
別
給
付
は
低
下
し
、
平
均
時
間
賃
金
は
高
騰
す
る
。
ま
た
材
料
需
要
の
増
加
の
場
合
に
は
原
材
料
価
格
が
騰
貴
す
る
ー
・
簡
単
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
⑮
原
価
財
構
成
部
分
の
個
々
の
種
類
に
対
す
る
操
業
の
影
響
の
問
題
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
ず
原
価
を
時
間
原
価
（
時
間
単
位
当
り
の
原
価
帰
属
）
と
給
付
原
価
（
給
付
単
位
当
り
の
原
価
帰
属
）
に
区
分
し
、
そ
れ
を
一
七
表
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
原
価
の
一
般
等
R
 
式
K
=
R
+
s
•
m
こ
K
I
I
i
|
+
sか
m
 
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
原
価
構
成
分
の
数
式
を
導
き
出
し
一
八
表
を
示
し
て
い
る
。
固
定
費
お
よ
び
強
孤
減
費
は
例
え
ば
設
備
資
本
に
投
資
さ
れ
た
資
本
の
利
子
費
、
建
物
減
価
償
却
費
、
更
に
管
理
者
給
料
、
利
益
配
当
、
手
数
料
、
賞
与
、
監
督
・
照
明
・
媛
房
費
等
で
あ
る
。
比
例
費
な
い
し
は
不
変
費
に
は
、
例
え
ば
製
造
材
料
・
製
造
賃
金
（
一
定
の
操
業
限
界
ま
で
の
）
、
特
別
費
の
う
ち
の
取
引
税
、
阪
売
手
数
料
、
部
分
特
許
料
等
が
属
す
る
。
ま
た
不
足
比
例
費
な
い
し
逓
減
費
に
は
、
原
価
ク
イ
プ
^̂
0
、
、
と
し
て
機
械
（
特
に
作
業
機
械
）
の
減
価
償
却
費
、
タ
イ
プ
u2"9
に
は
動
力
機
械
の
燃
料
費
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
低
操
業
の
場
合
に
は
設
備
を
あ
た
た
め
（
準
備
費
構
成
部
分
）
、
次
に
本
来
的
な
給
付
産
出
の
場
合
に
は
給
付
単
位
毎
に
漸
次
騰
貴
し
（
作
業
費
構
成
部
分
）
、
最
後
に
超
過
操
業
に
際
し
て
超
過
比
例
的
な
い
し
湿
増
的
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
超
過
比
例
費
な
い
し
逓
増
費
は
、
原
価
財
価
格
の
騰
貴
す
る
操
業
限
界
の
場
合
特
に
超
17 表
操業に依存する原価構成部分
A, 全体的な時間原価及び給付原価概念
I 準備費（用意費） 1[ 作業牲（製作牲）
B 特別の時間原価及び給付原価概念
a) 時問原価概念 b)給付原価概念
1. 固定費 1. 強逓減費
2. 不足比例牲 2. 逓減費
3. 比例費 3. 不変費
4. 超過比例費 4. 迎増費
七
610 
18 表
原価構成部分の個々の種類についての操業の影響
一般原価等式： K=R+s•m; 
R 
k=—+S m 
1. 固定費乃至弛逓減費
2. 不足比例費乃至逓減費＊
3. 
I R=F s=0 1閂
K=F+ 〔p+zmり•m
R=F I s=p+zm• ｛己＋〔p＋zmり
m 
I R=O I •=P I {~:::•m 
4. 超過比例費乃至逓増費 a) k=pm+Z(m-mg)• 
k=p+ 
z(m-mg)• 
a)変質された比例費乃至不変費＊＊ R=O I s=p十z(m-mg)”m  
＊＊ 
m I b) (K=F+(p+z • m•) • m 
b)変質された不足比例費乃至逓減費IR==F I s=p+z•m ・ {k=互+〔P+z•m• 〕
m 
原価飛躍あるいは飛躍原価＝準備費(R=F)の飛躍的上昇
比例費乃至不変費
5. 
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（注）
* n=Oあるいは 2
* n= 1あるいは 3
** n=2 
（
山
上
）
過
時
間
の
人
間
労
動
の
場
合
に
問
題
と
な
る
。
最
後
に
飛
躍
費
は
例
え
ば
注
文
の
増
加
ま
た
は
操
業
の
増
大
の
場
合
、
一
階
層
の
労
働
か
ら
二
、
一
1-
8
 
階
層
へ
と
移
行
す
る
時
（
例
ー
バ
ッ
テ
リ
・
シ
ス
テ
ム
）
出
現
す
る
。
9” 
＠
操
業
に
対
す
る
総
原
価
の
依
存
性
の
問
題
。
通
常
の
場
合
、
原
価
は
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
実
際
原
価
、
最
適
原
価
、
差
異
原
価
お
よ
び
微
分
原
価
。
一
例
を
も
っ
て
説
明
す
る
と
、
今
経
営
の
総
原
価
が
変
質
的
不
足
比
例
費
な
い
し
逓
減
費
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
一
定
の
操
業
限
界
を
こ
え
る
と
超
過
比
例
費
な
い
し
逓
増
費
と
な
る
場
合
（
す
な
わ
ち
不
足
比
例
費
な
い
し
遥
減
費
ク
イ
ブ
＾
＾
ー
・
”
お
よ
び
超
過
比
例
費
な
い
し
逓
増
費
ク
イ
プ
＾
＾
ー
・
・
）
を
仮
定
す
る
。
そ
し
て
K
=
F
十
〔
P
+
z
•
m
〕m
;
k
=
.
!
:
.
+
〔P
+
z
•
m
〕
の
等
式
に
、
m
 
F
1
1
5
7
,
6
0
0
 
p11
逹
N
=
0
.
0
1
を
導
入
す
る
と
次
の
三
つ
の
表
（
一
九
表
a
l
C
)
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
時
間
原
価
お
よ
び
給
付
原
価
と
し
て
の
総
原
価
の
操
業
に
対
す
る
依
存
性
と
い
う
表
が
こ
れ
で
あ
る
。
「
実
際
原
価
(Effektivkosten)
(Ke
な
い
し
ke)
は
、
与
え
ら
れ
た
操
業
関
係
の
下
で
実
際
に
帰
属
す
る
総
原
価
で
あ
り
・
・
・
こ
れ
は
給
付
原
価
と
し
て
は
最
適
操
業
に
到
達
す
る
ま
で
は
下
降
し
そ
こ
か
ら
再
び
高
騰
す
る
も
の
で
あ
り
」
、
次
の
等
式
が
導
き
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
F
 
k
e
1
1ー
＋
〔
P
＋
z
•
m
〕
゜
m
 
「
最
適
原
価
(
O
p
t
i
m
a
l
k
o
s
t
e
n
)
(ko)
は
、
最
適
操
業
す
な
わ
ち
給
付
原
価
と
し
て
の
実
際
原
価
を
最
少
に
、
し
た
が
っ
て
最
適
に
す
る
操
四
業
の
湯
合
に
帰
属
す
る
と
こ
ろ
の
実
際
原
価
」
で
あ
り
、
七
四
61 I 
時間原価および給付原価としての総原
価の，操業に対する依存性
二＿1 ke| Ko | kd | kq | ke 巴巴I-Kこ
01 57,600 0.1. 0.1 0.1 = 175.127.127. 
4001 10,000.1 30,000.1 12,400. I 14,ooo. 1115. I 75.1 31. I 35. 
sooJ 85,soo. J so,000.1 2s,ooo.1 34,400.1101. I 75. I 35. I 43. 
1,2001104,400. I 90,000.1 46,soo. J 61,200. I s1. I 75.1 39. I 51. 
1,600J126,400.l120,000.J 6s,soo.J 94,400.179. I 75.J 43.1 59. 
2,0001151,soo. 1150,000. I 94,ooo. l134,000. I 75. so1 75.1 47. I 67. 
2,400|180,000. |180,000.|122,400. |180,000. I 75. | 75. | 51．戸
2,soo1211,600. 1210,000. l154,ooo. l232,400. I 75. 571 75. I 55. I sa. 
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19a表
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
そ
し
て
kq11〔
P
十
2
ぷ・
m
〕
（
山
上
）
F
 
ko11+
[P+z•mo
]
m
o
 
「
差
異
原
価
(Differenzkosten)
(kd)
は
、
全
体
の
総
原
価
と
そ
3
 
の
準
備
費
構
成
部
分
の
差
異
を
表
わ
す
」
。
給
付
原
価
と
し
て
の
差
異
原
価
に
対
し
て
次
の
等
式
が
与
え
ら
れ
る
。
k
d
1
1
6
+
z
•
m
〕
。
最
後
に
「
微
分
原
価
(Differetialkosten)
(kq)
は
、
時
間
原
価
と
し
て
の
実
際
原
価
を
微
分
す
る
時
に
捕
捉
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
給
付
原
価
の
大
き
さ
を
表
現
す
る
」
。
え
ら
れ
る
。
注
文
と
原
価
の
関
係
が
、
第
二
の
原
価
決
定
基
礎
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
先
ず
注
文
の
大
き
さ
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
に
つ
い
て
述
べ
よ
9, 
ーう
。
注
文
と
の
関
係
に
お
い
て
原
価
は
固
定
注
文
費
（
あ
る
い
は
注
文
固
定
費
）
と
変
動
的
注
文
費
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
原
価
の
等
式
が
与
で
あ
る
。
19c表 給付原価としての総原価の，
操業に対する依存性
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レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
6
 
計
算
的
意
味
の
注
文
の
大
き
さ
は
個
々
の
注
文
に
帰
属
す
る
特
別
の
給
付
単
位
数
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
一
の
部
分
給
付
と
し
て
の
注
文
自
体
の
実
行
の
際
、
注
文
の
大
き
さ
に
依
存
し
な
い
い
わ
ゆ
る
固
定
的
注
文
費
と
、
次
に
注
文
に
ア
ク
ッ
チ
し
第
二
の
原
価
計
算
的
給
付
を
製
品
が
表
わ
す
特
別
の
給
付
単
位
量
の
数
が
問
題
と
な
る
場
合
の
い
わ
ゆ
る
変
動
的
注
文
費
と
に
区
分
さ
れ
る
。
次
に
注
文
特
性
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
個
々
の
産
業
部
門
ま
た
は
同
一
産
業
部
門
の
個
々
の
経
営
に
お
い
て
異
な
る
が
、
例
え
ば
あ
る
一
定
条
件
に
お
い
て
注
文
特
性
が
原
価
形
成
お
よ
び
成
果
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
レ
ー
マ
ソ
は
異
な
っ
た
製
品
を
産
出
す
る
二
部
門
(
A
.
B
)
と
異
な
っ
た
準
備
費
と
作
業
19 f表 給付原価としての総原価の，
操業に対する依存性
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レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
費
か
ら
成
る
二
部
門
の
経
営
を
仮
定
し
て
、
大
き
な
準
備
費
構
成
部
分
を
も
つ
部
門
が
不
足
操
業
の
場
合
は
損
失
が
発
生
し
、
反
対
に
準
備
費
の
少
な
い
部
門
が
不
足
操
業
の
時
に
は
利
益
が
発
生
し
、
故
に
こ
の
場
合
全
体
操
業
に
対
し
て
利
益
を
望
も
う
と
す
る
と
、
総
原
価
（
作
業
費
＋
準
備
費
）
に
対
し
て
純
利
益
付
加
（
例
え
ば
一
0
%）
を
行
い
製
造
単
位
当
り
の
売
上
8
9
 
価
格
を
算
定
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
〔
付
表
1
参
照
〕
八
章
末
記
載
＞
以
上
、
原
価
決
定
基
礎
に
つ
い
て
レ
ー
マ
ン
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
み
た
が
、
こ
の
よ
う
に
操
業
・
注
文
等
の
関
係
か
ら
原
価
を
精
細
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
原
価
認
識
の
基
盤
と
し
て
の
経
営
経
済
が
主
観
的
な
個
別
経
営
で
用
い
ら
れ
る
原
価
を
認
識
す
る
と
は
い
え
、
ま
た
国
民
経
済
の
影
響
に
強
く
規
制
さ
れ
、
経
済
変
動
の
影
響
か
ら
如
何
に
合
理
的
に
計
画
・
運
営
・
管
理
し
て
行
く
か
と
い
う
要
請
を
多
様
な
原
価
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
充
た
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
現
実
の
経
営
実
践
に
お
い
て
高
い
意
義
を
も
っ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
主
観
的
価
格
と
し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
て
の
原
価
が
個
別
経
営
内
に
お
い
て
一
応
は
成
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
基
底
に
お
い
て
絶
え
ず
国
民
経
済
法
則
に
規
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
、
、
、
、
‘
`
‘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
注
1
"
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
.
"
S
.
9
0
.
 
2
原
価
決
定
基
礎
に
は
、
直
接
に
作
用
す
る
も
の
と
間
接
的
に
作
用
す
る
基
礎
と
が
あ
る
。
前
者
は
原
価
等
式
〔
涸
茸
1
1
落
聴
菩
落
H
埠
玉
X
惹
淀
翠
落
踪
拡
寄
0
濡
泰
寄
巷
蕊
室
蕊
〕
の
各
原
価
構
成
部
分
の
高
さ
を
規
制
す
る
も
の
。
後
者
は
「
原
価
財
喪
用
あ
る
い
は
原
価
財
価
格
を
こ
え
て
原
価
の
高
さ
に
影
響
が
及
ぶ
場
合
」
で
あ
る
。
間
接
的
に
作
用
す
る
決
定
基
七
七
礎
に
は
、
計
算
上
把
握
出
来
る
も
の
と
把
握
出
来
な
い
基
礎
が
あ
る
。
そ
し
て
前
者
が
原
価
計
算
論
の
対
象
と
な
り
こ
れ
は
ま
た
比
例
的
に
作
用
す
る
も
の
と
比
例
的
に
作
用
し
な
い
基
暁
に
区
別
さ
れ
る
。
「
こ
の
区
別
は
計
算
手
続
と
し
て
の
原
価
計
算
が
比
例
性
原
理
に
支
配
さ
れ
る
」
こ
と
よ
り
重
要
で
あ
る
。
前
者
は
原
価
が
決
定
基
礎
と
同
じ
範
囲
で
変
動
す
る
も
の
、
後
者
は
そ
う
で
は
な
く
統
計
で
把
握
さ
れ
る
基
礎
で
あ
る
。
な
お
レ
ー
マ
ソ
は
一
般
に
妥
当
す
る
基
礎
と
特
殊
産
業
部
門
に
適
用
さ
れ
る
決
定
某
礎
と
を
区
別
し
て
い
る
。
(
;
,
a.a.O." S
S
.
9
0ー
9
3
.
)
3
操
業
変
動
と
原
価
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
一
二
つ
の
場
合
が
述
べ
ら
れ
る
。
⑮
一
般
的
操
業
変
更
に
対
す
る
原
価
の
依
存
0
8
0
8
0
8
 
。．0
.
0
.
性
⑮
操
業
変
動
の
場
合
の
原
価
残
留
（
操
業
変
動
の
場
合
0
0
0
 
z
z
z
原
価
展
開
の
不
十
分
な
順
応
性
を
生
ぜ
し
め
る
現
象
）
〔
付
表
――― 
6
0
2
0
2
参
照
〕
、
c
操
業
中
断
の
場
合
の
Il
静
止
原
価
②
休
2
5
.
3
4
.
4
4
・
業
費
③
再
稼
動
喪
。
（
＾
ぶ
a.a.O."
S
S
.
1
3
5ー
4
9
.
)
=―― 
p
p
p
4
^
^
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.
9
5
.
 
M
M
M
5
-
^
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.
9
6
.
 
。
0
⑳
如
6
≪
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
S
.
9
7
.
 
=-―-＿
-
7
略
号
の
説
明
。
R
は
時
間
原
価
と
し
て
の
準
備
費
、
K
は
砥
5
5
6
2
F
F
F
 
~
~
~
時
間
原
価
と
し
て
の
準
備
費
及
び
作
業
費
の
合
計
、
S
は
給
階
階
階
付
原
価
と
し
て
の
作
業
費
、
K
は
給
付
原
価
と
し
て
の
準
備
段
段
段
表
゜
2
1
2
3
費
及
び
作
業
費
の
合
計
、
m
及
び
X
は
給
付
批
の
意
味
で
の
操
業
の
高
さ
、
F
は
「
固
定
」
額
、
P
は
「
比
例
性
」
要
索
、
Z
は
「
増
加
」
要
素
、
nO
は
操
業
限
界
。
8
一
版
で
は
、
操
業
度
の
変
化
が
与
え
る
効
果
か
ら
み
た
原
価
の
区
分
は
時
間
原
価
を
K
=
/
(
x
)
と
す
る
と
山
固
定
徴
K
=
F
~
比
例
喪
614 
11 K=p•x 
§
逓
減
費
k
1
1
p
x
+
F
④
逓
増
費
k
1
1
p
x
ー
F
゜
給
付
)
F
)
）
F
 
a
 
k
 
原
価
を
ー
1
1
kと
す
る
と
;
!
·
·
·
k
=
ー
C
·
·
k
=
p
.
,
•
k
=
p
+
1
x
 
2
3
 
x
(
x
(
（
 
)
F
。
a
…
k
=
p
ー
ー
原
価
増
加
分
を
q
と
し
、
原
価
増
加
分
の
一
般
函
数
x
 
4
 
（
 
‘
,
’
‘
ー
、
9
‘
b
b
b
 
d
k
 
を
q
1
1
ー
ー
ー
11f、(
x
)
と
す
る
と
・
・
'q110
··•q11P
…
q11P 
1
2
3
d
x
(
（
（
 
位
：
q
1
1
P
と
い
う
数
式
を
示
し
て
い
る
。
(,.a.a.O." 
1. 
Aufl. 
S
S
.
7
4
-
8
1
.
「
邦
訳
」
七
五
ー
八
三
頁
）
9
最
適
操
業
に
つ
い
て
は
山
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
図
技
術
的
に
可
能
な
最
高
操
業
③
季
節
産
業
の
場
合
④
相
対
的
最
適
操
業
の
四
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
技
術
的
に
可
能
な
最
高
操
業
の
湯
合
②
F
 
は、
k
(
1
1
k
e
)
1
1
ー
＋
〔
p
．z.
m
〕
。
そ
し
て
F
1
1
1
1
5
,
2
0
0
M
,
m
 
p
1
1
3
5
.
S
O
M
,
N
=
0
.
0
2
M
を
士
マ
え
る
と
1
9
d
表
が
与
え
ら
れ
る
。
最
F
 
適
に
到
達
す
る
平
均
操
業
の
湯
合
③
に
は
k
(
1
1
k
e
)
1
1
ー
＋
〔
P
＋
z
.
m
〕
m
 
そ
し
て
F
1
1
5
1
,
2
0
0
M
`
p
1
1
お
M
、N
I
I
O
.
0
0
5
M
を
前
提
す
る
と
1
9
e
表
が
得
ら
れ
る
。
最
後
に
絶
対
的
最
適
操
業
と
並
ん
で
相
対
的
最
適
操
業
を
F
 
も
持
つ
場
合
④
に
は
、
k
(
1
1
k
e
)
1
1
|
＋〔
P
+
z
.
m
〕
か
ら
20
表
の
各
段
m
 
階
に
照
応
す
る
1
9
f
表
が
苺
出
さ
れ
る
。
(
. a.a. 
O
.
"
 S
S
.
1
2
0
|
1
2
3
.
)
 
10
一
阪
に
お
い
て
は
、
レ
ー
マ
ソ
は
任
意
の
操
業
度
に
お
い
て
観
察
し
た
原
価
を
平
均
原
価
（
四
阪
の
実
際
原
価
）
、
正
常
的
操
業
の
湯
合
に
発
生
す
る
給
付
原
価
を
計
画
原
価
（
後
の
最
適
原
価
）
、
相
異
な
る
操
業
度
に
お
い
て
総
原
価
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
比
例
的
な
構
成
部
分
ー
そ
れ
は
同
時
に
あ
る
操
業
度
に
お
い
て
給
付
を
一
単
位
だ
け
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
原
価
増
加
分
—
を
比
例
原
価
と
し
て
規
定
し
て
い
た
。
(,.a.a. 0.
•̀1. 
Aufl.SS.8‘i,88
「
邦
訳
」
八
三
ー
九
一
頁
）
•,Kalkulation" 
S.116. 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
12^•Kalkulation" 
S.1
7・ 
13••Kalkulation" 
S.117. 
14 
. K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.117. 
15
注
文
の
総
体
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
が
あ
る
。
「
注
文
の
総
体
は
経
営
の
操
業
を
規
制
す
る
」
(. a.a.O." 
S.124.) 
16
レ
ー
マ
ン
に
よ
る
と
注
文
の
大
き
さ
に
は
統
計
的
意
味
の
注
文
の
大
き
さ
と
原
価
計
算
概
念
と
し
て
の
注
文
の
大
き
さ
が
あ
る
。
前
者
は
平
均
注
文
量
あ
る
い
は
注
文
分
割
A
u
f
t
r
a
g
s
s
t
u
c
k
e
l
u
n
g
で
あ
り
、
こ
れ
は
注
文
の
総
体
と
個
別
注
文
数
の
関
係
で
あ
り
又
こ
こ
に
は
総
注
文
の
母
一
的
組
成
と
し
て
の
注
文
の
構
造
が
属
す
る
。
後
者
は
個
々
の
注
文
に
帰
す
る
特
別
な
給
付
単
位
の
数
で
あ
る
。
(.̂
a.a.O."
S.125.) 
17
注
文
の
大
き
さ
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
を
み
る
と
、
給
付
単
位
当
り
の
原
価
と
し
て
は
賦
課
逓
減
が
、
注
文
当
り
の
原
価
と
し
て
は
賦
課
不
足
比
例
性
が
み
ら
れ
る
。
(
g
•
a
.
a
.
O
.
'
'
S
.
1
2
6
.
)
.
18
拡
大
さ
れ
た
原
価
決
定
基
礎
と
し
て
レ
ー
マ
ン
は
経
営
規
模
、
作
業
加
速
度
、
作
業
中
断
に
対
す
る
原
価
の
依
存
性
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
原
価
は
経
営
規
模
の
増
大
に
よ
っ
て
先
ず
逓
減
し
、
あ
る
規
模
を
こ
え
る
と
給
付
原
価
と
し
て
の
原
価
は
高
騰
す
る
。
そ
こ
で
給
付
原
価
と
し
て
の
原
価
が
最
小
限
に
達
す
る
最
適
経
営
規
模
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
最
適
経
営
規
模
と
最
適
操
業
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(̂
,a.a.
O
.
"
 S
S
.
 130,5) 
19
原
価
決
定
墓
礎
の
う
ち
、
比
例
的
に
作
用
す
る
基
碗
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
原
価
の
分
類
は
ル
ソ
メ
ル
に
よ
っ
て
原
価
発
生
湯
所
（
職
能
・
責
任
領
域
）
へ
の
原
価
の
配
分
思
考
か
ら
、
原
価
の
比
例
性
に
も
と
づ
く
配
分
思
考
へ
と
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
思
考
は
更
に
グ
七
八
615 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
〔四〕 ロ
ー
ス
バ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
「
原
価
と
給
付
の
手
段
ー
目
的
関
係
」
の
思
考
へ
と
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
経
営
で
喪
消
さ
れ
た
原
価
を
給
付
製
造
目
的
と
関
係
せ
し
め
る
思
考
で
あ
る
。
(̂
"a.a.0."
S
S
.
1
5
1
ー
5
4
.
)
〔
付
表
3
参
照
〕
計
算
価
格
の
種
類
ー
原
価
計
算
お
け
る
評
価
ー
（
山
上
）
原
価
は
特
別
の
評
価
基
準
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
簿
記
上
の
費
用
と
区
別
さ
れ
た
。
で
は
経
営
経
済
価
格
(11
計
算
価
格
）
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
。
す
な
わ
ち
種
々
な
る
目
的
か
ら
評
価
さ
れ
る
計
算
価
格
の
種
類
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
レ
ー
マ
ン
原
価
理
論
に
一
つ
の
特
徴
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
凡
ゆ
る
経
営
経
済
上
の
評
価
は
価
格
の
評
価
で
あ
り
、
経
営
者
が
計
算
す
る
す
べ
て
の
価
格
は
計
算
価
格
と
し
て
示
さ
れ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
「
評
価
問
題
は
当
面
の
計
算
目
的
に
照
応
す
る
こ
の
計
算
価
格
の
評
価
で
あ
り
…
特
別
の
主
観
的
評
価
の
基
礎
で
経
営
生
活
に
生
ず
る
価
格
や
、
購
買
市
場
の
原
価
財
仕
入
・
販
売
市
場
の
収
益
財
（
製
品
）
の
売
上
の
場
合
に
生
ず
る
価
格
ー
こ
れ
は
国
民
経
済
的
価
格
の
性
質
を
も
ち
、
経
営
に
対
し
て
何
ら
か
の
客
観
的
与
件
を
表
わ
す
ー
を
含
ま
な
い
」
。
計
算
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
基
準
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る。
「
成
立
の
形
式
」
か
ら
…
公
認
制
定
価
格
、
取
引
価
格
、
規
定
計
算
価
Sl 
格。
「
目
的
の
特
性
」
か
ら
：
．
責
任
価
格
、
調
査
お
よ
び
観
察
価
格
、
管
理
七
九
価
格
。「
計
算
確
定
上
の
原
理
」
か
ら
：
・
田
経
営
経
済
計
算
価
格
の
高
さ
を
規
定
す
る
第
一
の
所
与
性
ー
通
貨
関
係
、
、
、
と
貨
幣
価
値
す
な
わ
ち
貨
幣
面
よ
り
・
・
・
取
引
通
貨
価
格
、
計
算
通
貨
価
格
物
価
指
数
価
格
。
、
、
、
図
物
財
面
に
つ
い
て
作
用
す
る
所
与
性
よ
り
。
⑱
外
部
市
場
に
関
係
す
る
も
の
支
払
価
格
、
時
価
、
投
機
価
格
、
規
定
価
格
。
「
支
払
価
格
は
原
価
財
仕
入
、
収
益
財
売
上
に
対
し
て
事
実
上
生
ず
る
価
格
で
あ
る
。
」
「
時
価
は
標
準
的
な
計
算
調
査
日
に
対
し
て
妥
当
す
る
価
”
 
格
」
で
あ
り
、
こ
の
場
合
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
い
う
取
引
日
時
価
と
貸
借
対
照
表
作
成
日
の
時
価
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
原
価
計
算
領
域
に
対
し
て
は
、
な
か
ん
ず
く
消
耗
日
時
価
（
事
後
原
価
計
算
）
と
供
給
日
価
格
（
事
前
原
価
計
算
）
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
価
財
時
価
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
収
益
財
時
価
を
考
え
る
と
（
八
表
a
.
b
参
照
）
、
注
文
引
受
日
、
供
給
日
、
清
算
日
の
価
格
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
。
次
に
、
原
価
財
価
格
を
考
え
る
と
支
払
価
格
は
過
去
の
価
格
、
時
価
は
現
在
価
格
の
性
質
を
も
つ
が
「
経
営
経
済
計
算
制
度
の
領
域
に
お
い
て
は
、
常
に
未
来
価
格
の
性
質
を
も
っ
た
計
算
価
格
特
に
原
価
計
算
価
格
が
生
ず
る
。
か
か
る
計
算
価
格
は
こ
こ
で
投
機
価
格
と
呼
ば
れ
る
」
。
こ
れ
に
は
再
調
達
価
格
あ
る
い
は
補
充
価
格
(Ersatspreise)
が
属
す
る
。
最
後
に
「
経
営
経
済
計
算
制
度
に
関
す
る
法
律
規
定
の
結
果
で
あ
る
」
規
定
価
格
(
V
e
r
o
r
d
e
n
e
t
e
n
Preise)
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
例
と
し
て
商
法
上
の
貸
借
対
照
表
に
対
す
る
期
末
在
高
評
価
の
場
合
の
価
格
と
L
S
616 
"0
価
格
を
あ
げ
て
い
る
。
⑮
内
部
経
営
に
関
係
す
る
も
の
．．
 
「
原
価
価
格
と
収
益
価
格
」
ー
以
上
の
四
種
類
の
計
算
価
格
概
念
は
外
部
市
場
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
内
部
経
営
関
係
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
関
係
（
）
内
の
数
字
ほ
原
価
計
算
領
域
（
一
章
〔
―
―
-
〕
）
＇
心
わ
ち
「
以
上
の
四
つ
の
計
2
3
4
4
5
5
6
7
 
引
所
取
場
ー
ー
—
算
価
格
概
念
は
、
原
価
価
格価
格
な
い
し
収
益
価
格
の
性
上
格
質
を
も
つ
」
。
そ
し
て
こ
J
I
I
売
格
格
格
格
は
種
格
格
る
れ
ら
の
価
格
は
八
a
.
b
変
価
価
価
価
価
の
益
益
益
益
格
収
収
収
収
価
価
価
あ
益
用
用
エ
エ
渡
渡
送
売
表
か
ら
生
ず
る
よ
う
に
原
格価
収
使
使
加
加
引
引
発
販
益
⑪
⑭
④
r
d
l
c
c
c
c
価
財
・
収
益
財
お
よ
び
中
叫
間
財
の
価
格
に
区
分
さ
収
—
ー
び
p
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
に
は
そ
格
ょ
I
n
l
I
 
te
格
）
お格
価
饂
t
．認
kos
価
虹
れ
ぞ
れ
の
変
種
が
生
ず
る
価
蝉
饂
饂
麟
”
』
訊
五
”
t
と
し
、
ニ
―
表
を
示
し
て
価
語
価原
原
虹
，
虚
麟
麟
摩
贔
悶
冒
い
る
。
,
'
「
階
層
価
格
」
(Ges,
⑱
⑮
c
⑮
⑮
旧
⑮
⑮
⑪
⑮
c
h
i
c
h
t
e
t
e
 
P
r
e
i
s
e
)
1
 
格
格
格
価
価
価
次
に
原
価
価
格
お
よ
び
収
財
財
財
価
間
益
表ー2
原
中
収
益
価
格
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
に
お
い
て
階
層
に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
田
利
益
的
価
格
②
平
均
価
格
③
非
利
益
的
価
格
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
レ
ー
マ
ン
は
次
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
22表 収益財一原価価格の計算に際し
ての操業および市場関係の変更
の種々なる考察
＼市場関係に関して
操業に関して ＼I支払価格1時
実際価格 1 
最適価格 4 
差異価格 7 
徴分価格 10 
の
み
必
要
客
観
的
意
味
で
は
太
字
格
3
6
9
1
2
 
価機投価
ーー
2
5
8
 
23表 原価財ー収益価格の計算に際し
ての操業および市場関係の変更
の種々なる考察
時
• 
格
1
4
7
1
0
 
価払支＼
 
格
格
格
格
てし
価
価
価
価
関
て
に
し
際
適
異
分
係
関
関
に
実
最
差
微
場
業
市
操
＼
 
ーー
2
5
8
 
価 1投機価格
の
四
つ
場
合
を
あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
例
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
）
 
9.-ー
的
原
価
財
原
価
価
格
の
場
合
①
階
層
②
階
層
的
収
益
財
原
価
価
格
の
場
合
、
③
階
層
的
収
益
財
収
益
価
格
の
場
合
、
④
階
層
的
原
価
財
収
益
価
格
の
場
合。
「
実
際
価
格
•
最
適
価
格
·
差
異
価
格
・
微
分
価
格
」
ー
|
↓
「
経
営
の
内
部
関
係
に
は
特
に
操
業
が
属
し
…
…
操
業
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
実
際
価
格
、
最
適
価
格
、
差
異
価
格
お
よ
び
微
分
価
格
の
意
味
の
四
つ
の
計
算
価
格
を
も
つ
」
。
c
操
業
と
市
場
関
係
の
両
者
に
関
す
る
も
の
…
原
価
価
格
に
対
し
て
は
製
造
原
価
計
算
の
結
果
（
ニ
―
表
の
製
造
原
価
価
八
〇
2
 
ー
3
6
9
 
617 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
格
、
製
造
原
価
価
格
I
.
I
l
)
、
収
益
価
格
に
対
し
て
は
使
用
収
益
計
算
の
結
果
（
ニ
ー
表
の
加
工
お
よ
び
使
用
収
益
価
格
I
.
I
l
)
を
考
慮
し
、
一
方
に
お
い
て
内
部
経
営
関
係
と
他
方
市
場
価
格
が
不
変
で
な
く
支
払
価
格
、
時
価
、
投
機
価
格
が
区
別
さ
れ
る
と
（
す
な
わ
ち
操
業
と
市
場
関
係
）
こ
の
二
要
因
の
組
合
せ
か
ら
次
の
二
二
表
と
―
―
―
―
＿
表
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
製
造
お
よ
び
製
造
原
価
価
格
に
つ
い
て
は
「
収
益
財
原
価
価
格
の
計
算
の
場
合
の
操
業
お
よ
び
市
場
関
係
の
変
更
」
と
い
う
表
、
加
工
お
よ
び
使
用
収
益
価
格
に
つ
い
て
は
「
原
価
財
収
益
価
格
の
計
算
の
場
合
の
操
業
お
よ
び
市
場
関
係
の
変
更
」
と
い
う
表
の
よ
う
に
、
分
類
さ
れ
る。
「
支
払
実
際
価
格
」
ー
「
普
通
の
原
価
の
計
算
の
場
合
の
製
品
原
価
8
 
価
格
で
あ
り
」
、
製
造
間
接
費
配
賦
表
か
ら
の
配
賦
甚
準
単
位
原
価
も
属
す
る
。「
最
適
原
価
価
格
」
ー
ー
ー
「
最
適
原
価
価
格
の
主
な
る
意
義
は
外
部
価
格
計
算
す
な
わ
ち
価
格
政
策
に
役
立
つ
原
価
計
算
の
領
域
に
あ
る
」
。
「
差
異
原
価
価
格
」
ー
「
差
異
原
価
価
格
は
特
に
経
営
遂
行
に
役
立
つ
内
部
価
格
政
策
に
対
し
て
考
え
ら
れ
る
」
。
「
微
分
原
価
価
格
」
ー
最
後
に
微
分
原
価
価
格
は
追
加
注
文
の
場
合
に
設
定
す
る
価
格
の
確
定
（
注
文
実
行
に
よ
っ
て
所
期
の
利
益
を
変
え
る
べ
き
で
な
い
場
合
）
に
意
義
を
も
つ
計
算
価
格
で
あ
る
。
ゆ
随
意
に
自
主
的
に
定
め
ら
れ
る
も
の
…
正
常
価
格
、
固
定
価
格
。
最
後
に
「
限
界
価
格
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
24a表原価計算の限界価格
開 原価財一限界価格 収益財一限界価格
（調達原価計算） （製造原価計算）
謡 市場政策的 1 経営政策的 市場政策的 l 経営政策的
評点 限界価格 限界価格
累：通常の場合 1例外の場合 1通常の場合 1例外の場合通常の場合 1例外の場合 1通営の場合 1例外の場合
区分II寺価 1 投機 1 時｛』i |投機 時価 1 投機 時価 1 投機
I 価格 価格 1 価格 1 価格
区分1 原価 I収益 1 原価 I 収益 1 原価 I収益 原価 1収益
]I 価格 価格 価格 1 価格
区分1 平均 Iそれ以外の 平均 1それ以外の 平均 Iそれ以外の 平均 Iそれ以外の
皿 価格 1 価格 1 価格 1 価格
区分|- | -I - I― 最適 1 徴分 差異 I 微分ltl - 1 - 1 - 1 - 1 原価価格 I ＿原価価格
（注） それ以外の価格は，利益的あるいは非利益的価格
八
限
界
価
格
は
「
一
面
に
お
い
て
あ
る
目
標
に
到
達
せ
ん
と
す
る
時
に
所
与
の
関
係
の
下
に
お
い
て
下
降
な
い
し
上
昇
し
う
る
、
あ
る
い
は
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
価
格
限
界
で
あ
り
、
他
面
に
お
い
て
そ
れ
は
前
述
の
計
算
価
格
と
同
じ
よ
う
に
価
格
の
性
質
を
も
つ
数
字
量
す
な
）
 
2
 
2
 
わ
ち
価
格
で
あ
り
」
、
「
限
界
価
格
は
管
理
原
価
の
性
質
を
も
ち
、
す
な
わ
ち
（
産
業
体
）
経
営
経
済
の
領
域
の
事
象
の
ヽ
~
3
 
9]-
疸
接
的
管
理
に
役
立
つ
」
も
の
で
あ
る
。
限
界
価
格
の
分
類
に
つ
い
て
は
二
四
a
.
b
表
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
表
の
水
平
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
限
界
価
格
は
先
ず
原
価
計
算
の
限
界
価
格
お
よ
び
収
益
計
算
の
限
界
価
格
に
区
分
さ
れ
、
そ
し
て
618 
収益計算の限界価格
限対 収益財一限界価格 原価財一限界価格
界す （販売収益計箕） （使用収益計算）
諒 市場政策的 l 経営政策的 市場政策的 1 経営政策的
評点 限界価格 限界価格
累：通常の場合 l例外の場合 1通常の場合日り］外の場合通常の場合 1例外の場合 1通常の場合 l例外の場合
区分1 時価 I 投機 1 時価 I 投機 1 時価 1 投機 時価 I 投機
I 価格 価格 価格 1 価格
区分1 収益 I 原価 1 収益 I 原価 1 収益 I 原価 収益 1 原価
I 価格 価格 価格 1 価格
区分1 平均 lそれ以外の 1 平均 1それ以外の 平均 Iそれ以外の 平均 1それ以外の
l[ 価格 価格 1 価格 1 価格
区分|- | - | - | - I最適 I 微分 差異 I 微分IV 収益価格 1 収益価格
（注） それ以外の価格は，利益的あるいは非利益的価格
24b表
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
原
価
財
限
界
価
格
（
調
達
原
価
計
算
あ
る
い
は
使
用
収
益
計
算
の
結
果
）
、
収
益
財
限
界
価
格
（
製
造
原
価
計
算
あ
る
い
は
販
売
収
益
計
算
の
結
果
）
に
区
分
さ
れ
、
次
い
で
市
場
政
策
的
限
界
価
格
と
経
営
政
策
的
限
界
価
格
に
区
分
さ
れ
、
最
後
に
通
常
の
場
合
と
例
外
の
場
合
に
区
分
さ
れ
る
。
ま
た
垂
直
面
に
つ
い
て
み
る
と
限
界
価
格
は
多
数
の
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
た
め
山
市
場
価
格
の
変
更
に
関
し
て
の
時
価
と
投
機
価
格
図
原
価
価
格
お
よ
び
収
益
価
格
③
階
層
価
格
と
し
て
の
平
均
価
格
と
そ
れ
以
外
の
価
格
④
最
適
原
価
（
収
益
）
価
格
、
差
異
原
価
（
収
益
）
価
格
お
よ
び
微
分
原
価
（
収
益
）
価
格
に
区
‘ 4
 
2
 
分
さ
れ
る
。
レ
ー
マ
ソ
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
注
1
. Kalkulation" S
.
1
5
5
.
 
2
e
"
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S
.
1
5
6
.
 
3
公
認
制
定
価
格
は
最
高
経
営
者
が
規
則
に
拘
束
さ
れ
る
価
格
で
例
え
ば
賃
金
。
取
引
（
商
厳
）
価
格
は
各
部
門
間
で
商
議
さ
れ
る
価
格
。
規
則
的
計
算
価
格
は
前
二
者
の
中
間
で
あ
り
計
算
さ
れ
る
と
同
時
に
規
則
に
拘
束
さ
れ
る
価
格
で
あ
る
。
(
. a.a.0." S
S
.
1
5
6
|
7
.
)
 
4
取
引
通
貨
価
格
は
法
律
上
の
通
貨
で
表
わ
さ
れ
た
計
算
価
格
。
計
算
通
貨
価
格
は
特
に
計
算
制
度
の
様
準
的
通
貨
で
表
わ
さ
れ
た
計
算
価
格
で
通
常
、
取
引
通
貨
価
格
と
一
致
す
る
。
物
価
指
数
価
格
は
貨
幣
価
値
の
変
更
か
ら
技
術
・
計
算
的
に
調
整
さ
れ
る
価
格
す
な
わ
ち
貨
幣
価
値
調
整
価
格
で
あ
る
。
(ê
a.a.0."
S
S
.
1
5
8
|
1
6
1
.
)
 
5
支
払
価
格
、
時
価
、
投
機
価
格
、
規
定
価
格
は
同
時
に
国
民
経
済
的
価
格
の
性
質
を
も
つ
。
(
. a.a.0." S
.
1
6
1
.
)
 
. Kalkulation" S
.
1
6
2
.
 
6
 
原
価
概
念
は
す
ぐ
れ
て
個
別
経
営
的
・
主
観
的
思
考
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
上
述
の
計
算
価
格
の
評
価
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
市
場
政
策
、
経
営
政
策
遂
行
の
た
め
に
、
種
々
の
個
別
経
営
計
算
目
的
か
ら
、
？＂ 
精
緻
な
評
価
が
行
わ
れ
多
彩
な
原
価
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
レ
ー
マ
ソ
が
限
界
原
価
を
強
調
し
そ
の
利
用
に
よ
っ
て
価
格
限
界
を
知
り
、
管
理
原
価
と
し
て
経
営
事
象
の
直
接
的
管
理
を
行
お
う
と
す
る
こ
と
ー
そ
れ
は
経
営
の
経
済
性
の
測
定
・
向
上
の
た
め
の
管
理
手
段
と
し
て
の
、
い
91 
わ
ゆ
る
「
管
理
型
原
価
理
論
」
へ
の
展
開
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
色
々
の
個
別
経
営
計
算
目
的
の
た
め
に
色
々
の
評
価
に
基
づ
く
計
算
価
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
格
を
、
ー
ー
す
な
わ
ち
原
価
概
念
は
目
的
概
念
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
八
619 
，
 
7
 
レ
ー
マ
ン
「
原
価
理
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
^
＾
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.162.8"•Kalkulation" 
S
S
.
1
6
2
|
3
.
 
••Kalkulation '̀S.163.10 
. K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
`
S
.
1
6
3
.
 
1
1
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
マ
ン
は
売
上
成
果
確
定
の
た
め
に
原
価
財
賓
用
に
取
引
日
時
価
を
用
い
、
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
貸
借
対
照
表
作
成
日
時
価
で
行
う
時
の
例
を
あ
げ
、
販
売
及
び
期
末
在
高
の
評
価
変
更
の
勘
定
的
遂
行
を
行
っ
て
い
る
。
(
^
^
a
.
a
.
0
.
"
S
S
.
1
6
5
-
1
6
8
.
)
〔
付
表
4
参
照
〕
1
2
^
•
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
`
'
S
.
1
6
8
.
な
お
印
t益
価
格
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
〔
付
表
5
参
照
〕
。
13
原
価
財
例
え
ば
電
流
が
統
一
的
な
価
格
で
調
達
出
来
な
い
場
合
の
三
つ
の
階
層
価
格
。
(
. 
a.a.O." 
S
.
1
7
8
.
)
〔
付
表
6
参
照
〕
14
例
え
ば
鉱
山
業
に
お
け
る
経
営
a
、
b
、
C
の
採
掘
費
の
関
係
か
ら
一
―
―
つ
の
階
層
価
格
を
算
定
す
る
湯
合
。
(
^
^
a
.
a
.
O
.
"
S
.
1
7
4
.
)
〔
付
表
7
参
照〕
15
例
え
ば
、
化
学
工
業
の
連
結
生
産
の
場
合
、
部
分
製
品
に
対
し
て
異
な
る
高
さ
の
価
値
の
消
喪
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
。
(^
,a.a.O." 
S
S
.
1
7
4
ー
6
.
)
〔
付
表
8
参
照
〕
16
例
え
ば
、
異
な
っ
た
製
品
を
製
造
し
、
そ
れ
に
対
し
て
同
一
の
主
要
材
料
を
利
用
す
る
二
部
門
を
も
つ
経
営
の
場
合
。
(̂
,a-.a.O.̀
、SS.176ー・7.)〔付表
9
参
照
〕
1
7
^
＾
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.178.18^•Kalkulation" 
S.179. 
19•Kalkulation '̀S.180.20^^Kalkulation" 
S.180. 
21^•Kalkuation" 
S
.
1
8
1
.
な
お
饂
巫
な
“
原
価
、
加
工
な
い
し
使
用
収
益
価
格
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
〔
付
表
1
0
.
1
1
参
照
〕
。
2
2
^
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S
S
.
1
8
6
ー
7
.
2
3
.
^
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
 S.189. 
八
24
な
お
、
計
算
価
格
と
し
て
次
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
間
給
付
価
格
と
配
賦
基
準
単
位
原
価
。
（
＂
＾
a
.
a
.
0
.
"
S
S
.
1
9
1
ー
6
.
)
一
版
に
お
い
て
レ
ー
マ
ン
は
「
計
算
価
格
と
は
諸
M
の
計
算
（
そ
の
実
施
を
計
算
価
格
が
可
能
な
ら
し
め
る
べ
き
）
の
諸
任
務
を
果
す
た
め
に
、
原
価
財
の
消
耗
、
経
営
諸
分
課
相
互
間
の
給
付
、
な
ら
び
に
経
営
の
産
出
す
る
或
る
種
の
究
極
給
付
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
決
定
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
価
格
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
計
算
価
格
と
、
計
算
日
に
お
い
て
妥
当
と
み
ら
れ
る
国
民
経
済
的
価
格
と
の
間
に
存
す
る
関
係
か
ら
一
、
購
入
価
格
乃
至
製
作
価
格
、
二
、
時
価
―
―
-
、
標
準
価
格
に
分
類
し
、
叉
計
算
価
格
の
根
抵
を
な
す
組
織
上
の
根
本
思
考
か
ら
一
、
市
湯
価
格
二
、
平
均
原
価
価
格
―
―
-
、
計
画
原
価
価
格
四
、
比
例
原
価
価
格
に
区
分
し
て
い
る。(,.a.a.O." 
1. 
Aull. 
S
S
.
1
4
8
|
1
6
0
.
「
邦
訳
」
一
六
ニ
ー
一
七
七
頁
）
25
な
お
実
践
面
に
お
い
て
は
種
々
の
原
価
計
算
上
の
課
題
か
ら
、
こ
れ
ら
の
原
価
の
う
ち
何
れ
が
用
い
ら
れ
る
か
が
問
阻
と
な
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
割
愛
す
る
。
(
v
g
l
.
＾
＂
a
.
a
.
O
.
｀
•
V
I
.
)
2
6
原
価
理
論
の
ク
イ
プ
を
大
き
く
分
け
て
「
価
格
政
策
的
原
価
理
論
」
（
特
に
ド
イ
ッ
型
ー
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
そ
の
典
型
を
み
る
）
と
「
管
理
型
原
価
理
論
」
（
特
に
ア
メ
リ
カ
型
）
に
分
類
す
る
と
、
レ
ー
マ
ン
の
原
価
理
論
は
そ
の
母
斑
に
す
ぐ
れ
て
ド
イ
ッ
的
な
価
格
政
策
型
を
残
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
「
管
理
型
原
価
理
論
」
へ
展
開
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ュ
マ
ー
レ
ソ
バ
ッ
ハ
よ
り
レ
ー
マ
ソ
に
至
る
ド
イ
ッ
経
済
の
変
貌
を
基
底
と
す
る
一
つ
の
歴
史
的
発
展
段
階
と
し
て
捉
え
得
よ
う
。
|
〔
未
完
〕
ー
